
 

※ホームページを開設しました。わたなべ豊子公式サイト 検索  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

災害に強いまちづくりについて 

問 平時より災害時における迅速な行政サービスの提

供ができるシステムを準備しておくことは極めて

有益。被災者支援システムの導入についてどう検

証しているか？ 

答 大阪府下導入済みの自治体は 20 団体。有効性は

高い。府の防災ネットの来年度の更新に合わせ

て積極的に検討していきたい。 

問 避難所運営模擬ゲーム（HUG ハグ）の取り組み

についてどうか？ 

答 職員対象に H29 年 2 月にハグを使って訓練を実

施する予定。今後、各自主防災組織の訓練等に

実施していきたい。 

路面下空洞調査について 

問 道路の陥没による事故を未然に防止するために、

路面下空洞調査を実施してはどうか？ 

答 府などからの情報を共有し、実施 

について調査検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

お気軽にご相談ください 

453－5119 

 

食品ロス削減について 

問 食品ロスとは食べ残しや賞味期限切れで、本

来食べられるのに捨てられてしまうもの。日

本では年間 642 万トンが食品ロス。そのうち

半分は家庭から出ている。一人ひとりの意識

改革を促すために、食品ロス削減に先駆的に

取り組んでいる自治体がある。本町も削減目

標を設定して取り組みを推進してはどうか？ 

答 環境教育の推進、町広報誌による PR を行いな

がら、可燃ごみ全体の削減に注力したい。 

 

6 月定例議会で 4項目一般質問しました！ 

公明党提案の意見書が採択され、関係省庁の大臣に提出されました！ 

☆食品ロス削減に向けての取り組みを進める意見書 

☆次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しに関する意見書 

☆骨髄移植ドナーに対する支援の充実に関する意見書 

 

※一般質問の録画配信がスタートしました！熊取町ホームページ→熊取町議会を検索し、是非ご覧ください！ 

 

不妊・不育治療費助成事業が開始されました！！（平成 28 年 4 月 1 日以降の治療が対象） 

 不妊症・不育症の治療を受けているご夫婦の経済的負担を軽減するために、治療費の一部を助成。 

 ○一般不妊・特定不妊治療  一回につき上限 5万円  通算 6回まで 

 ○不育治療         一回につき上限 20 万円  通算 6回まで 

 ※平成 27 年 6 月、9月、平成 28 年 3月議会で何度も質問し要望してきました。不育治療については、 

平成 24 年 6 月議会で最初に取り上げ、不育症で悩む方のお声を議会に届けてきました。 

 

 

  

読書通帳について 

問 子どもたちが自分の読書記録を残しながら読

書を推進する取り組みとして、読書通帳を作

製してはどうか？町立図書館での読書通帳導

入についてはどうか？ 

答 子どもの読書活動の推進、大人の方の図書館

利用促進に繋がる読書通帳の導入を進めてい

きたい。本議会の補正予算に計上している。 

問 何部作製するのか？ 

答 町内の中学生以下対象に 2000 部。その他、

希望者に 1000 部予定している。 

 

皆様のお声が実現しました！ 

 

 


